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研究成果の概要（和文）：イネの発生を制御する遺伝学的メカニズムを理解するために，G1, 
SHL2, DL, EG1, および FOS2遺伝子に着目して研究を行い，これらの遺伝子の機能を解明し
た．得られた結果は，イネにおける花や葉の発生，メリステムにおける細胞運命の制御の理解

に貢献すると考えられる． 
 
研究成果の概要（英文）： To understand molecular genetic mechanism of rice development, we 
focused on the genes such as G1, SHL2, DL, EG1 and FOS2, and revealed their function. The results 
obtained are likely to contribute for understanding of mechanism of flower and leaf development, and 
regulation of cell fate in the meristem in rice.  
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１．研究開始当初の背景 
イネの発生研究は急速に進展してきている
ものの，シロイヌナズナと比較すると，理解
は不充分であった．本研究で着目した遺伝子
などについては，ほとんどの遺伝子は単離さ
れておらず，その機能も不明であった． 
 
２．研究の目的 
 発生・形態形成に関わる遺伝子の機能を
解明することにより，イネの遺伝的発生機
構を明らかにすることを目的としている． 
 
 

３．研究の方法 
発生や形態が異常となった変異体に着目し，
その原因遺伝子を単離するとともに，その遺
伝子の機能を解明する．具体的には，変異体
の表現型の詳細な解析による喪失した遺伝
子の機能の推定，単離した遺伝子がコードす
るタンパク質からの機能予測，時間的・空間
的な発現パターンの解析，細胞内局在性の解
析，形質転換体作製による表現型の解析など
を通して，遺伝子の機能を解明する． 
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４．研究成果 
(1) 護穎が外穎のように大きくなる  long 
sterile lemma (g1) 変異体を解析した結果，こ
の変異体では護穎が外穎へとホメオティッ
クに転換していることを明らかにした．ポジ
ショナルクローニング法により遺伝子を単
離した結果，G1 遺伝子は機能未知のドメイ
ンと核局在シグナルをもつタンパク質をコ
ードしていること，核に局在すること，転写
制御因子として機能することが明らかとな
った．また，G1 遺伝子がイネの進化の過程
で，小穂の形態変化に重要な働きをしている
ことを示唆した． 
(2) 外頴が棒状になる rod-like lemma (rol) 変
異体は，ta-siRNAの生合成に関わる 
RNA-dependent RNA polymerase をコードす
る SHL2 遺伝子に起きた微弱な変異であるこ
とを明らかにした．さらに，この変異体を用
いて，雄蕊における向背軸極性の確立機構を
解明した． 
(3) DROOPING LEAF (DL) 遺伝子が葉の中肋
予定領域で特異的に発現するために必要な
制御領域の解明を進め，第 2イントロンが非
常に重要な働きをしていることを示した．DL
と強い転写活性能をもつ VP16 の転写活性化
ドメイン領域との融合遺伝子を作製し
（DL-VP16），中肋特異的に発現させ，中肋が
大きく葉が直立したイネを作出することに
成功した． DL-VP16 の収量調査を行った結
果，コントロールより収量が高いこと，疎稙
条件下では，不稔種子の割合が低下している
ことが判明した．トランスクリプトーム解析
を行い，DL の制御を受け，中肋形成に関わ
る遺伝子の同定を試みた．進化発生学的研究
により，DL の機能がイネ科内で強く保存さ
れていることを示した． 
(4) EG1 遺伝子を単離した結果，ジャスモン
酸合成に関わるタンパク質をコードしてい
ることが明らかとなった．eg1 変異体の表現
型は，ジャスモン酸投与で回復した．表現型
の解析から，eg1 の小穂の形態異常はメリス
テムの機能不全によることが示され，ジャス
モン酸がメリステムの細胞の運命決定に関
わっていることが示唆された． 
(5) FON2 SPARE1 (FOS1) 遺伝子が，FON2遺
伝子とともに花メリステムにおいて幹細胞
の維持制御に関わっていることを明らかに
した．また，FOS2は，FON2と異なり，茎頂
分裂組織においても，その維持を制御してい
ることが判明した．  
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